
医療保険制度の抜本改革に関する緊急意見

高齢者医療問題の根本的な解決を図り、医療保険制度を抜本
的に改革するため、我々３団体はすべての国民を通ずる医療保
険制度の一本化を主張してきた。
しかし、医療保険福祉審議会では、高齢者健康保険制度の創

設（別建方式）と退職者健康保険制度の創設（突き抜け方式）
の２案に絞った議論が行われているため、先般、医療保険制度
の一本化を検討するよう要請した。しかし、その後今日に至る
まで我々の要請は採り上げられておらず、誠に遺憾である。
現在の医療保険制度では、各制度間の年齢・所得に大きな格

差があり、そのため被保険者間に不公平が生じ、法の下の平等
という観点からも問題がある。特に、国民健康保険は、構造的
に高齢者、低所得者が多いため、その保険料負担が他の医療保
険に比べて著しく高くなっている（別紙１及び２参照）。市町村
保険者においては、一般会計からの多額の繰入れなどにより運
営しているが、もはや限界に達している。今後の高齢者の一層
の増加を考慮すると、将来にわたって国民皆保険体制を維持し
ていくためには制度の一本化による公平な医療保険制度の構築
がなされなければならない。また、薬価制度のあり方を含む医
療費の適正化についても十分な検討がなされる必要がある。
我々３団体は、「医療保険改革問題研究会」を設置し、さら

に具体的な検討を行っているが、国における検討状況を憂慮し、
再度、緊急に、一本化についての検討を行われるよう強く要請
する。
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別 紙 １

保険区分

 総  収  入  額 自治体名 ２人 ３人 ４人
Ａ ３．０ ４．５ ６．０
Ｂ ３．９ ４．８ ５．６

（１）収入な し Ｃ ２．３ ３．０ ３．７
Ｄ ４．４ ５．１ ５．７
Ｅ ２．８ ３．８ ４．７
Ｆ ４．６ ５．３ ６．１
Ａ ５．０ ７．６ １０．１ ２．８
Ｂ ５．７ ７．１ ８．６ ２．２

（２）年収１００万円 Ｃ ３．９ ５．０ ６．１ ２．８
  （月収５８，８２４円） Ｄ ５．８ ６．９ ７．９ ３．１

Ｅ ４．８ ６．３ ７．８ ４．２
Ｆ ５．８ ６．９ ８．０ ３．９
Ａ ２０．６ ２２．６ ２６．７ ４．０
Ｂ １７．２ １７．７ ２０．０ ４．５

（３）年収２００万円 Ｃ １４．２ １４．４ １６．２ ５．６
  （月収１１７，６４７円） Ｄ １４．７ １５．０ １６．７ ４．０

Ｅ １７．３ １７．８ ２０．２ ５．４
Ｆ １４．１ １５．９ １７．８ ５．０
Ａ ２９．１ ３４．１ ３９．２ ６．０
Ｂ ２２．９ ２５．７ ２８．５ ６．７

（４）年収３００万円 Ｃ １９．４ ２１．６ ２３．８ ８．４
  （月収１７６，４７１円） Ｄ １９．１ ２１．２ ２３．４ ６．０

Ｅ ２３．６ ２６．６ ２９．６ ８．２
Ｆ １８．８ ２０．６ ２２．５ ７．７
Ａ ４７．７ ５０．０ ５０．０ １０．２
Ｂ ３５．３ ３８．１ ４０．９ １２．０

（５）年収５００万円 Ｃ ３０．８ ３３．０ ３５．２ １４．１
  （月収２９４，１１８円） Ｄ ２８．８ ３０．９ ３３．１ １０．１

Ｅ ３７．３ ４０．３ ４３．３ １３．７
Ｆ ２９．１ ３０．９ ３２．８ １２．８
Ａ ５０．０ ５０．０ ５０．０ １４．１
Ｂ ４８．４ ５１．３ ５２．０ １５．７

（６）年収７００万円 Ｃ ４３．０ ４７．７ ４７．４ １９．７
  （月収４１１，７６５円） Ｄ ３９．１ ４１．３ ４３．４ １３．８

Ｅ ５１．９ ５３．０ ５３．０ １８．７
Ｆ ４０．１ ４１．９ ４３．８ １７．６
Ａ ５０．０ ５０．０ ５０．０ １７．７
Ｂ ５２．０ ５２．０ ５２．０ ２０．１

（７）年収９００万円 Ｃ ５３．０ ５３．０ ５３．０ ２５．４
  （月収５２９，４１２円） Ｄ ５０．４ ５２．６ ５３．０ １７．８

Ｅ ５３．０ ５３．０ ５３．０ ２４．２
Ｆ ５２．１ ５３．０ ５３．０ ２２．７

比較の 条件

（３）  健保組合は 各市町村域の 平均的な事例に より試算。

―

９．４

１５．７

２１．５

２７．８

（２）  国保に つ い て は 、各市町村の 所得割額、均等割額、平等割額、資産割額（１世帯平均）に より
    試算。

（４）  総収入に つ い て は 、国保の 場合は 、比較を容易に す る た め 給与収入者として試算。健保組合
    に つ い て は 標準報酬月額に 基づ い て試算。
       た だ し、ボーナス に つ い て は ５か 月と仮定し、各保険制度の 定め に よる 特別保険料を試算。

  注）  健保組合に つ い て は 、Ｆの 事例を除い て 、調査対象の 事例とした組合は ボーナス 時の 特別
     保険料を賦課して い な い 。

（１）  平成１０年度に お け る 本人負担の 年間保険料。

健   康   保   険   間   の    負   担   の    比   較

４．８

６．２

健康保険組合 政府管掌保険

           （単位：万円）

国民健康保険
（世帯員数）

―



別 紙 ２

保険者数 割合（％） 加入者数(人) 割合（％）
１保険者当たり
平均被保険者数(人)

保険者数 割合（％） 加入者数(人) 割合（％）
１保険者当たり
平均被保険者数(人)

  　        　 ～　３０歳未満 65 3.6 638,573 2.0 9,824

３０歳以上　～　３５歳未満 1,084 59.7 22,624,140 70.6 20,871

３５歳以上　～　４０歳未満 13 0.4 275,168 0.7 21,167 623 34.3 8,485,582 26.5 13,621 36.6歳(3,821万人)

４０歳以上　～　４５歳未満 91 2.8 1,596,673 4.1 17,546 42 2.3 314,945 1.0 7,499

４５歳以上　～　５０歳未満 746 23.0 17,410,014 44.8 23,338 1 0.1 1,720 0.0 1,720

５０歳以上　～　５５歳未満 1,331 41.0 15,296,339 39.4 11,492

５５歳以上　～　６０歳未満 804 24.7 3,781,420 9.7 4,703

６０歳以上 264 8.1 468,004 1.2 1,773

合　　　　計 3,249 100.0 38,827,618 100.0 11,951 1,815 100.0 32,064,960 100.0 17,667

平均年齢

(注)　組合健保の平均年齢は、「健康保険組合事業年報等」により、国保中央会にて推計したものである。

５０．４歳 ３３．９歳

政管健保
（平成８年度）

国　保(市町村)・組合健保・政管健保の加入者平均年齢の状況

平　均　年　齢

国　保(市町村)（平成８年度） 組合健保（平成８年度）


